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（技術名）自発摂餌式自動給餌におけるヤイトハタ 0歳魚の適正報酬量

（要約）

自発摂餌式自動給餌機を用いてヤイトハタ（日齢 127 ～ 206）の摂餌特性と適正報酬量を
検討した結果、明瞭な明暗周期のある摂餌リズムを有し、明期の間、絶えず一定の摂餌要求

を行うこと、報酬量に応じて要求頻度を調節する能力を有することが確認された。稚魚期の

報酬量は収容魚体重 1kgあたり 0.4 g以上に設定することが好ましい。
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［背景・ねらい］

魚類の学習行動を応用した給餌手法のひとつである自発摂餌式自動給餌を用いることによ

り、飼育対象種の摂餌特性に応じた適正な給餌環境を整えることができる。しかし、1 回の摂
餌要求で給餌される量（以下、報酬量）が適正範囲より多い場合は、本給餌手法を用いた場合

でも残餌の発生が懸念され、少ない場合は飼育成績の悪化や学習行動に負の影響が生じる可能

性がある。そこで、それぞれ異なる報酬量に設定した自発摂餌式自動給餌機を用いて、各試験

区の摂餌要求頻度の変化を比較し、稚魚期の摂餌特性と収容魚体重 1kgあたりの報酬量（以下、
報酬レベル）の適正範囲について検討した。

［成果の内容・特徴］

1. 人工照明環境下に設置した屋内 FRP製角形水槽 3面（容量 1 kL）に日齢 127のヤイトハ
タ（平均全長 78mm）を各 50尾収容し、78日間の飼育試験を実施した結果、記録された
摂餌要求のほぼ全てが明期に確認され、本種稚魚の摂餌が明瞭な明暗周期に従うことが確

認された（図 1）。
2. 報酬レベルを中量（0.41g／ kg）と多量（0.86g／ kg）に設定した試験区では、明期にお

ける各摂餌時刻間の要求頻度はほぼ同等であり、明らかな成長不良や生残率の低下等は確

認されなかった（図 1）。
3. 一方、報酬レベルを少量（0.15g／ kg）に設定した試験区では、明期開始直後の午前 6～ 7

時に高い摂餌要求が確認されるとともに（図 1）、成長不良と共食いによる死亡のほか（表
1）、原因不明の自発摂餌行動の停滞も確認された（図 2）。

4. 累積摂餌要求数が異なる中量区と多量区の日間給餌率が、それぞれ通算 1.4%と同等であ
ったことから、本種が報酬量に応じて要求頻度を調節し、一定の摂餌量を確保する能力を

有することが示された（図 2、表 1）。
5. 報酬量の増加により残餌が増える傾向が確認された（表 1）。
6. 以上のことから、本種稚魚が明瞭な明暗周期のある摂餌リズムを有すること、明期の間、

絶えず一定の摂餌要求を行うこと、安定した自発摂餌行動の発現と残餌率の低減を図るた

めには報酬レベルを 0.4g／ kg以上に設定する必要があることが示された。
7. 報酬レベルを過小（0.15g ／ kg 以下）に設定した場合、自発摂餌行動に負の強化子とし

て作用し、適正な摂餌リズムの発現に影響を与えるだけでなく、摂餌量の不足に起因した



成長不良と共食いによる生残率の低下が生じることが確認された。

［成果の活用面・留意点］

1. 摂餌特性と適正報酬量に関する情報は、自発摂餌式自動給餌システムの実用化に向けた基

礎情報として活用できる。

2. 摂餌リズムや日間給餌率に関する情報は、稚魚期の給餌計画を検討する際に活用できる。

3. 報酬量の適正範囲は、飼育規模や成長段階だけでなく物理的環境要因（水温・照度等）に

よっても影響されるため、環境特性や収容密度および年齢の異なる条件下でさらに検討す

る必要がある。

［具体的データ］

［その他］
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図 1 人工照明環境下におけるヤイトハタ 0 歳魚（日齢
127 ～ 206）の報酬量別摂餌要求頻度．上部のバーは明
暗終期を示す．数値は平均±標準偏差．

図 2 報酬量別累積摂餌要求数の変化．

表 1 各試験区の設定条件と飼育成績．


